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〈ヤマト王権と仏教伝来〉　次の問いに答えなさい。

⑴　聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

と協力して，大
おお

王
きみ

（天皇）中心の政治を目指した人物はだれか。

⑵　聖徳太子が，家がらにとらわれずに有能な人物を役人に登用するために

設けた制度を何というか。

⑶　聖徳太子が，中国の進んだ政治のしくみや文化を取り入れるために派遣

した使者を何というか。

⑷　朝
ちょう

鮮
せん

半島経由で仏教が伝わったころ，奈良県北部を中心に栄えた最初の

仏教文化を何というか。

⑸　中門や金堂，塔など，現存する世界最古の木造建築物がある寺院を何と

いうか。

〈律
りつ

令
りょう

国家を目指して〉　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　７世紀初め，隋
ずい

にかわって が大帝国を築き，律令という法律で統

治した。

⑵　645年，中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

（のちの天
てん

智
じ

天皇）は中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

（のちの藤
ふじ

原
わらの

鎌足）らと

協力し，権力を独占していた ① 氏をたおし， ② と呼ばれる政治改

革を行った。

⑶　663年，倭
わ

国
こく

は百
くだら

済を支援して大軍を送り，唐
とう

・新
しらぎ

羅の連合軍と戦った。

この戦いを という。

⑷　古代の律令体制下では，現在の福岡県に という役所が設けられ，

九州地方の政治や防衛にあたった。

〈律令国家での暮らし〉　次の問いに答えなさい。

⑴　富
ふ

本
ほん

銭
せん

に続いて作られ，平
へい

城
じょう

京
きょう

の市で使われた貨
か

幣
へい

を何というか。

⑵　６年ごとに作られる戸
こ

籍
せき

に基づき，家族ごとに口
く

分
ぶん

田
でん

を与え，税を課し

た制度を何というか。

⑶　743年，朝廷は口分田の不足への対策として，新たな開
かい

墾
こん

地
ち

を永久に私有

することを認める法令を定めた。この法令を何というか。

〈大陸の影響を受けた天
てん

平
ぴょう

文化〉　次の文中の にあてはまる語句を答

えなさい。

⑴　 天皇は，都に東
とう

大
だい

寺
じ

，地方の国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

や国分尼
に

寺を造り，

仏教の力で国を守ることで，人々の不安を取り除こうとした。

⑵　大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

がまとめたとされる『 』には，歌人や農民，防
さき

人
もり

などの歌

が収められている。
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⑷

（⑵ 5点，他各 4点× 5）1
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ｂ
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⑶
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⑸

記
号

正

（各 5点× 5）2

右の年表を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　年表中の ａ ・

ｂ にあてはま

る人名， ｃ に

あてはまる法令を

それぞれ答えなさ

い。

⑵　右下の資料は，

年表中の下線部Ａ

の憲法の一部要約

である。この憲法

はどのような政治を目指すた

めに定められたか。「中心」の

語句を使って簡単に書きなさ

い。

⑶　年表中の下線部Ｂの改革を

始めるにあたり，中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

と

ともに蘇
そ

我
が

氏をたおした人物は，即位して下線部Ｃの天皇となった。下線

部Ｃの天皇とは何天皇か。

⑷　年表中の下線部Ｃのできごとを何というか。

次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　文中の ａ ・ ｂ にあてはまる語句を書きなさい。

⑵　下線部①の兵役のうち，防
さき

人
もり

という兵役は，どこの防備を行ったか。

⑶　下線部②の都の名前を答えなさい。

⑷　下線部③の文化を何というか。

⑸　波線部ア～ウから誤っているものを１つ選び，記号と正しい語句を答え

なさい。

1
年代 おもなできごと 中国 朝鮮

593

603

604

607

645

672

701

ａ が摂
せっ

政
しょう

となる

冠位十二階の制度が定められる

Ａ十七条の憲法が定められる

ｂ が隋
ずい

に派遣される

Ｂ大
たい

化
か

の改新が始まる

Ｃ天皇の跡
あと

継
つ

ぎをめぐって内乱

が起こる

ｃ で中央集権のしくみが整

られる

隋 高
こう

句
く

麗
り

百
くだら

済

新
しらぎ

羅

唐
とう

新羅

 コ　グ リョ

ペクチェ

シル ラ

・ 一に曰
いわ

く，和をもって貴
たっと

しとなし，さから
う（争う）ことなきを，宗

むね

となせ。
・ 二に曰く，あつく三

さん

宝
ぽう

を敬え。三宝とは，
仏
ほとけ

・法
のり

（仏の教え）・僧
そう

なり。
・三に曰く， 詔

みことのり

を 承
うけたまわ

りては必ず謹
つつし

め。

資料

2
Ａ 　戸籍に基づいて ａ という土地が与えられ，収穫の約３％の稲を納める ｂ

や地方の特産物を納める調
ちょう

，布を納める庸
よう

，①兵役の義務などが課せられた。

Ｂ 　聖
しょう

武
む

天皇は仏教の力で国家を守ろうと考え，②都には東
とう

大
だい

寺
じ

を，地方の国ごとに

は国
こく

分
ぶん

寺
じ

や国分尼
に

寺を建てた。③このころ栄えた文化には，遣唐使がもたらした国

際的な文化の影響が見られる。

Ｃ 　奈良時代には，日本の伝承や神話をもとにア『古
こ

事
じ

記
き

』やイ『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』などの歴史

書や，地方ごとの産物や伝承などをまとめたウ『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』が作られた。
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